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 令和４年９月１３日 

河内中学校進路指導

「道標」。この「進路だより」をとおして，進路情報の発信を行います。 

第２号は，9 月 9 日に実施した「とちぎ未来大使『夢』講座」についてです。 

 「夢を叶える魔法のことば」と題して，DJ kei さんこと，菊池元男さんに講演をしていただ

きました。 

DJ Kei さんのメッセージをこれからの自分の「夢」を目指すための一助にしてください。 

進路だより 

【講師紹介】 菊池元男さん 

・DJ Kei さん RADIO BERRY のパーソナリティやとちぎテレビの番組に出演。 

・主な出演作品  雷様剣士ダイジ（とちぎテレビ）の監督と主役の声を担当。 

         B・E・A・T（RADIO BERRY）の DJ 

・Ｂリーグ宇都宮ブレックスのホームゲームのアリーナ MC を 

クラブ創設の 2007 年から 2017 年４月まで 10 年間務め， 

2017-2018 シーズンより，H.C.栃木日光アイスバックスの 

アリーナ MC を務める。 

・雑誌にスポーツや DVD のコラムを執筆。 

・創作した詩で個展を開催。 

・栃木県宇都宮市出身 

・とちぎ未来大使として，各中学校で講演。 

【講演内容】 

講演は，バスケットボールＭＣ（ＤＪ）での選手の紹介のように，男子ソフトテニス部の渡邉さん

を紹介するところから始まりました。 

そして，今の仕事のこと， 

現在に至るまでの歩みを話してくださいました。 

特に，小学校高学年から中学校 1 年生までの， 

学校生活， 

そのときどきの自分の思い， 

自分がしてきたこと， 

そうした，自分の実体験を踏まえて 

「夢を叶える魔法の言葉」を教えてくださいました。 

 

【DJ Kei さんからのメッセージ】 

・今の仕事について…ＭＣ（ＤＪ）の仕事は，選手を目立たせることやそのスポーツを観戦に来

てくれた人たちの応援しているチームが試合に勝っても負けても，会場で楽しんでもらえる

ようにすることが仕事。 

・何かができないのではない，やっていないんだ。 

・このままでいいのかと思ったら何かをやってみよう。 

・落ち込んだりいじめをしたりしている時間はない。 

・今，夢がないなら作り出せばいい。自分が主役なんだ。 

・夢に対する考え方には２通りある。-「なりたい。」と思う。→なれる方法を考える。 

-「そんなの無理。」と思う。→なれない理由（言い訳）を

考える。 

・自分を応援してくれる人が乗っている車両に乗りなさい。協力者をつくる。 

・夢を叶える魔法のことば 

…何かを必死でやって，自分で自分をほめること。 

できた自分に，「よくがんばった。」「これなら大丈夫。」と声をかける。 

  まっすぐに生きること。正直に生きること。ずるはしない。 

 

【とちぎ未来大使「夢」講座】 

〈ねらい〉広く活躍する「とちぎ未来大使」を講師とし，中学校時代の経験や目標をもち，その目

標を達成した過程を知ることによって，主体的な自己の生き方を考える一助とするた

め。 

【講演を聞いて】 

・自分はすぐにあきらめてしまうので，今後はあきらめずに何度も取り組んでいきたい。 

・本気で頑張る大切さ。・どんなことにもチャレンジしていきたい。 

・できないと決めないで，「やってみよう。」とする姿勢や行動が大切。 

・「夢」があれば，なりたい自分になれることが分かった。勉強頑張りたい。 

・「できないんじゃない。やっていないんだ。」という言葉が印象に残った。 

・あせらずいつか，自分が本当にやりたいことやなりたいものを見つけたいです。 

・自分を変えるために何かをやりきること。 

・自分を応援してくれる人が乗っている車両に乗って夢を叶えようと思いました。 

・志望校への気持ちが大きくなりました。・「夢がないならつくればいい。」この言葉が心に残りました。 

・「誰も見てないからいいやではなく，自分が見ているから自分に正直に。」この言葉が胸に刺さった。 

・いつもラジオで聴いていました。栃木ＳＣのＭＣの人だぁ～と思いました。 

・挑戦する勇気と叶えるための努力が大切だと思った。 

・できないと思っていたことに挑戦したい。 

・自分の努力次第で未来はよくなる。・自分に自信をもつ。 

・誰かのことを支えたり，応援したりできるような人になりたいと思った。誰かを応援する列車に乗り

たいと思った。 

・いつか自分の夢を叶えたときにもう一度会いたいと思いました。 

・何かに挑戦すれば，必ず応援してくれる人はいる，一緒に頑張れる仲間はいると思いました。 

・自分が主役の人生を歩んでいこうと思いました。 

・「夢を叶えないで何が人生だ。」この言葉が心に響きました。 


